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	テネイシンR(TNR) Homo sapiens この遺伝子は、細胞外マトリックス糖タンパク質のテネイシンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は中枢神経系に限定されています。このタンパク質は、神経突起の伸展、神経細胞接着、およびナトリウムチャネル機能の調整に役割を果たしている可能性があります。これは、神経細胞周囲ネットの構成要素です。[RefSeq提供、2013年8月],ドメイン：EGF様ドメインはCNTN1との相互作用を媒介します。フィブロネクチンIII型ドメイン3-5はBCANとの相互作用を媒介します。フィブロネクチンIII型ドメイン1-2および7-9はSCN2Bとの相互作用を媒介します。,機能：神経細胞外マトリックス（ECM）タンパク質は、さまざまな細胞やマトリックス成分との相互作用に関与しています。これらの相互作用は、安定した接着と分化を引き起こすか、神経突起の成長を反発および阻害することで、細胞の挙動に影響を及ぼします。細胞表面ガングリオシドへの結合は、RGD依存性インテグリンを介した細胞接着を阻害し、PTK2（FAK）のリン酸化と細胞剥離を阻害します。膜表面スルファチドへの結合は、オリゴデンドロサイトの接着と分化を引き起こします。CNTN1との相互作用は、ニューロンの反発と神経突起伸展の阻害を引き起こします。SCN2Bとの相互作用は、ランヴィエ絞輪におけるナトリウムチャネルのクラスター形成と活性制御に重要な役割を果たす可能性があります。TNR結合型コンドロイチン硫酸グリコサミノグリカンは、FN1との相互作用に関与し、細胞接着と神経突起伸展の阻害を媒介します。硫酸化炭水化物構造の高度に制御された付加は、発達過程およびシナプス維持中にTNRの接着特性を調節する可能性がある。,PTM：N結合型オリゴ糖、O結合型シアリル化構造、およびO結合型コンドロイチン硫酸グリコサミノグリカンを含む。硫酸化炭水化物構造を持つN結合型オリゴ糖を含む。,類似性：テネイシンファミリーに属します。,類似性：1つのフィブリノーゲンC末端ドメインを含みます。,類似性：5つのEGF様ドメインを含みます。,類似性：9つのフィブロネクチンIII型ドメインを含みます。,サブユニット：オリゴマーを形成します。CNTN1、TNC、およびFN1と相互作用します。カルシウム依存的にBCANおよびAGC1と相互作用します。 SCN2B、PTPRZ1、CSPG3と相互作用します。,組織特異性:脳特異的。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

